




要約:

ハイリスク児のなかで代表的な極低出生体重児を対象として、NICU 入院中の介入と退院

後の連携、乳児期(Toddler age)の介入システムの確立とその効果、幼児期の介入システ

ムの確立とその効果、ハイリスク児の地域ケアの在り方について、現在各施設や地域でお

こなわれている方法やシステムを括めた。

また主な NICU 施設に入院中、退院後の早期介入についてのアンケート調査をおこない、

原因を把握した。NICU 入院中のハイリスク児の発達評価について括めた。我々がおこな

っているハイリスク児の早期介入やフォローアップの経験により、支援介入とフォローを

個別におこなうよりも、両者を一緒に考えておこなうことが効果的方法である。極低出生

体重児は小学校 3年になっても言語性IQ が有意に上昇する。


